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第125号
平成29年
10月31日

　10月１日、ヨリネスしばたの４階議場で、「株式会社エフエムしばた開局20周年記念式典」が行われまし
た。記念式典の後には、記念行事の防災シンポジウムやミニライブも行われました。
　これからも地域に貢献するコミュニティ放送局であることを願っています。
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◎
議
会
提
出
議
案

議
会
提
出
議
案
は
、
意
見
書
５
件
を
提
出

し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
本
会
議
で
可
決
し
、

国
や
県
な
ど
に
送
付
し
ま
し
た
（
内
容
は
５

ペ
ー
ジ
に
記
載
）。

◎
市
長
提
出
議
案

28
年
度
決
算
議
案

市
長
か
ら
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
、
特

別
会
計
、
企
業
会
計
の
決
算
議
案
が
提
案
さ

れ
、
一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
及
び

各
常
任
委
員
会
で
審
査
し
た
後
、
本
会
議
で

認
定
し
ま
し
た
。

29
年
度
補
正
予
算

市
長
か
ら
本
会
議
初
日
に
、
平
成
28
年
度

決
算
の
確
定
に
伴
う
財
政
調
整
基
金
積
立
金

及
び
地
域
振
興
基
金
の
増
額
、
国
や
県
の
補

助
内
示
に
伴
う
事
業
費
の
調
整
、
急
を
要
す

る
事
務
事
業
の
経
費
調
整
な
ど
に
よ
り
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
11
億
５
６
９
万
１
千
円
を

追
加
す
る
補
正
予
算
議
案
が
提
案
さ
れ
、
各

常
任
委
員
会
で
専
門
的
に
審
査
し
た
後
、
本

会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
は
、
総
額
４
３

３
億
５
０
７
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
（
主

な
予
算
の
内
容
は
３
ペ
ー
ジ
に
記
載
）。

一
般
議
案

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
新
発
田
市
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
、
紫
雲
の
郷
源
泉
ポ
ン
プ
予
備
機
の

財
産
の
取
得
な
ど
の
議
案
を
各
常
任
委
員
会

で
専
門
的
に
審
査
し
た
後
、
本
会
議
で
可
決

し
ま
し
た
。

一
般
質
問

２
日
間
に
わ
た
り
12
人
の
議
員
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
市
長
、
教
育
長
に
答
弁

を
求
め
、
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
（
質
問
と

答
弁
は
８
ペ
ー
ジ
〜
14
ペ
ー
ジ
に
記
載
）。

行
政
報
告

　
市
長
か
ら
定
例
会
初
日
の
本
会
議
で
「
国

保
紫
雲
寺
診
療
所
に
つ
い
て
」、「
西
部
工
業

団
地
の
土
地
売
買
契
約
に
伴
う
売
買
代
金
返

還
請
求
事
件
の
裁
判
結
果
に
つ
い
て
」、「
有

機
資
源
セ
ン
タ
ー
で
発
生
し
た
肥
料
取
締
法

違
反
に
つ
い
て
」
の
報
告
が
、
ま
た
、
最
終

日
の
本
会
議
で
は
、「
大
倉
喜
八
郎
向
む
こ
う
じ
ま島

別

邸
『
蔵
ぞ
う
し
ゅ
ん
か
く

春
閣
』
の
寄
贈
申
し
出
に
つ
い
て
」

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
４
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
議
会
９
月
定
例
会
を
開
催

行政報告を行う市長

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
４
日
か
ら
26
日
ま
で
の
23
日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
補
正
予
算

案
、
平
成
28
年
度
決
算
の
ほ
か
、
条
例
改
正
案
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
市
長
の
政
治
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。
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歳入総額　492億7,893万円（対前年度比４.６％減）
歳出総額　480億7,614万円（対前年度比４.２％減）

48万３,999円

決算審査特別委員会での審査の様子

一般会計予算
11億569万１千円の増額補正

〈９月補正予算の主な内容〉
新発田駅前複合施設管理運営事業 94万円  

待機児童解消事業 360万円

工業団地誘致促進事業　  228万円

東中学校武道場改築事業　  2,172万円

財政調整基金費 ６億4,694万円

地域振興基金費 ３億1,316万円

平成28年度一般会計決算概要

平成28年度一般会計決算審査について、詳しくは16～19ページ
をご覧ください。
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◎国保紫雲寺診療所について

◎西部工業団地の土地売買契約に伴う「売買代金返還請求事件」の裁判結果について

◎市が管理運営する有機資源センターで発生した肥料取締法違反について

◎大倉喜八郎向
むこう

島
じま

別邸「蔵
ぞう

春
しゅん

閣
かく

」の当市への寄贈申し出について

市長からの行政報告
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９月定例会議決結果

９月定例会で審議された案件
審査した
委員会
※１

議決
結果
※２

新
発
田
政
友
会

市
民
ク
ラ
ブ

民
主
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

つ
な
ぐ
会

公

明

党

賛

　

成

反

　

対
※３ ※４

市
長
提
出
議
案

人事案件

公平委員会委員の選任について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

藤塚浜財産区管理会委員の選任について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

条例の一部改正

新発田市特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

市長等の給料の特例に関する条例の一部を改正する条例 総務 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ 22 4

29年度補正予算

一般会計（第２号） 分割付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

国民健康保険事業特別会計（第２号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

介護保険事業特別会計（第２号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

後期高齢者医療特別会計（第２号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

農業集落排水事業特別会計（第２号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

下水道事業特別会計（第２号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

宅地造成事業特別会計（第１号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

藤塚浜財産区特別会計（第１号） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

28年度決算

一般会計 決算審査 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

土地取得事業特別会計 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

国民健康保険事業特別会計 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

介護保険事業特別会計 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

後期高齢者医療特別会計 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

簡易水道事業特別会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

農業集落排水事業特別会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0
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９月定例会で審議された案件
審査した
委員会
※１

議決
結果
※２

新
発
田
政
友
会

市
民
ク
ラ
ブ

民
主
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

つ
な
ぐ
会

公

明

党

賛

　

成

反

　

対
※３ ※４

市
長
提
出
議
案

28年度決算

下水道事業特別会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

宅地造成事業特別会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

西部工業団地造成事業特別会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

食品工業団地造成事業特別会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

コミュニティバス事業特別会計 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

藤塚浜財産区特別会計 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

水道事業会計（利益の処分及び決算） 経済建設 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ 23 3

その他

財産の取得について（紫雲の郷源泉ポンプ予備機） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

議
会
提
出
議
案

意見書

「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかな制定に関する意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

学費と教育条件の公私間格差是正にむけて、私立高等学校への私学助成
の充実を求める意見書（国及び関係行政省庁あて） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

学費と教育条件の公私間格差是正にむけて、私立高等学校への私学助成
の充実を求める意見書（新潟県知事あて） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

道路整備財源の確保に関する意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

森林環境税（仮称）創設に関する意見書 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ 23 3

請願 森林環境税（仮称）創設に関する意見書の提出を求める請願 経済建設 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ 23 3

※１ 「総務」　　：総務常任委員会
 「社会文教」：社会文教常任委員会
 「経済建設」：経済建設常任委員会
 「決算審査」：28年度一般会計決算審査特別委員会
 「分割付託」： 各常任委員会に分割して付託されたもの
 ただし、審査した委員会がない案件は本会議で即決

※２ 「可決」： 全員賛成または賛成多数により可決、推薦、承認、採択等
と議決したもの

 「否決」： 賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決した
もの

※３ 「○」：会派構成議員全員がその議案等に対して「賛成」したもの
 「×」：会派構成議員全員がその議案等に対して「賛成以外」のもの

※４　 議長は地方自治法第116条により表決には参加しないため、表決に
参加する全議員数は26人です。

会派名 所　属　議　員　名

新発田政友会 川﨑孝一、湯浅佐太郎、若月　学、比企広正、今田修栄、小柳　肇、宮崎光夫、水野善栄

市民クラブ 佐藤武男、佐久間敏夫、宮島信人、中村　功、小川　徹、稲垣富士雄、井畑隆二

民主クラブ 入倉直作、渡部良一、小坂博司、小林　誠

日本共産党 加藤和雄、宮村幸男、佐藤真澄

つ な ぐ 会 阿部　聡、中野廣衛、板垣　功

公 明 党 渡邊喜夫、石山洋子
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子
ど
も
の
貧
困
の
深
刻
化
が
日
本
社

会
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
全
日
本
教
職

員
組
合
の
調
査
に
よ
る
と
、「
母
子
家
庭

で
親
が
病
気
の
た
め
食
事
の
用
意
が
で
き

な
い
」、「
毎
食
コ
ン
ビ
ニ
の
食
事
」、

「
一
日
の
食
事
が
学
校
給
食
だ
け
の
生
徒

も
い
る
」
な
ど
の
報
告
が
後
を
絶
た
な
い

そ
う
だ
。
給
食
費
の
未
納
も
増
え
て
い
る
。

「
義
務
教
育
は
無
償
」
と
い
う
憲
法
の
原

則
か
ら
、
①
学
校
給
食
費
無
料
化
を
市
は

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。
②
学
校
給
食
を

小
学
校
で
無
料
化
す
る
場
合
、
い
く
ら
あ

れ
ば
実
現
す
る
の
か
。
③
第
３
子
を
無
料

化
す
る
場
合
は
い
く
ら
必
要
な
の
か
。
該

当
人
数
と
金
額
に
つ
い
て
。
④
多
子
世
帯

が
貧
困
に
陥
ら
な
い
よ
う
、
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
当
面
は
第
３
子
か
ら

の
学
校
給
食
費
補
助
制
度
の
創
設
を
求
め

る
が
い
か
が
か
。

　

 
「
一
般
質
問
」
は
、
提
出
議
案
に
か
か
わ

ら
ず
、
議
員
の
立
場
か
ら
市
政
全
般
に
関

し
て
執
行
機
関
に
対
す
る
疑
問
を
た
だ
し

た
り
、
所
信
の
表
明
を
求
め
た
り
す
る
も

の
で
、
定
例
会
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
新
発
田
市
議
会
で
は
、
質
問
内
容
を
事

前
に
通
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
長
、
教
育
長
な
ど

が
質
問
に
対
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
準
備
を

し
て
お
く
こ
と
で
、
的
確
な
答
弁
が
期
待

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
答
弁
の
内
容
に
疑
義
が
あ
る
場
合
は
、

再
質
問
や
再
々
質
問
を
行
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
場
合
は
、
１
人
に
つ
き
制
限
時
間

の
45
分
以
内
に
次
々
と
質
問
と
答
弁
を
繰

り
返
す
「
一
問
一
答
方
式
」
で
、
議
論
を

ど
ん
ど
ん
深
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
の
解
決
へ

学
校
給
食
費
補
助
制
度
の
創
設
を

一般質問

は
、
提
出
議
案

か
か
わ

議員の
＆

市
のQ
A



一般質問
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農
産
物
の
Ｇギ

ャ
ッ
プ

Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管
理
）

認
証
の
推
進
に
つ
い
て

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
農
業
経
営
は
規
模
拡
大
や
多
品
目

化
、
農
産
物
輸
出
等
、
複
雑
化
し
て
き
て

い
る
。
今
後
は
生
産
工
程
を
管
理
す
る
た

め
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
が
経
営
改
善
を
図
る
上

で
重
要
な
課
題
と
な
る
。
２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
村
で
提
供
さ
れ
る
食
材
は
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

認
証
の
農
産
物
が
基
準
と
な
っ
た
。
農
産

物
の
国
際
化
対
応
、
地
域
間
競
争
が
激
化

す
る
中
、
当
市
の
農
作
物
を
い
か
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
か
が
問
わ
れ
る
。
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
と
し
て
農
業
者
が
生
産
履
歴
を

作
物
ご
と
に
記
帳
す
る
こ
と
や
、
県
ま
た

は
Ｊ
Ａ
認
証
の
有
機
栽
培
等
の
取
組
で
付

加
価
値
を
高
め
る
努
力
、
更
に
国
際
化
に

対
応
す
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
へ
。
国
、
県

は
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
推
進
と
し
て
費
用
の

補
助
等
を
行
っ
て
い
る
。
当
市
の
対
応
は
。

　

　
『
新
発
田
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
』
は
、
子
育
て
を
行
う
親
子
、

ま
た
は
親
や
子
な
ど
に
対
す
る
、
育
児
・

医
療
・
教
育
な
ど
の
専
門
家
に
よ
る
支
援

事
業
や
、
保
育
園
・
関
係
機
関
等
で
取
組

む
交
流
事
業
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

自
治
会
等
の
活
動
に
お
い
て
の
子
ど
も
達

と
の
協
働
作
業
や
、
地
域
の
お
祭
り
な

ど
、
地
域
全
体
と
の
関
わ
り
は
重
要
と
考

え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
推
進
す
る
の
か
伺

う
。　

松
林
再
生
と
地
域
資
源
の
活
用
に

向
け
て

　
松
林
の
管
理
や
植
林
活
動
に
お
い
て

は
直
接
的
な
経
済
効
果
は
少
な
い
が
、
公

益
的
な
波
及
効
果
は
大
き
い
こ
と
を
考

え
、
当
市
の
「
地
域
資
源
の
活
用
」
の
観

点
か
ら
、
市
独
自
の
二
次
林
整
備
の
里
山

整
備
に
対
す
る
支
援
事
業
の
創
設
を
求
め

る
が
い
か
が
か
。

　



一般質問
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「
街
灯
整
備
事
業
」
の
更
な
る
継
続
と
財
政
軽
減
と

な
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進
に
つ
い
て

最
近
惹じ
ゃ
っ
き起

し
た
市
政
上
の
問
題
に
つ
い
て

　
当
市
は
市
民
が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
、
財
政
軽
減
と
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
と
な
る
街
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
平
成

27
年
度
か
ら
３
か
年
事
業
で
実
施
し
て
い

る
。
好
評
で
あ
る
が
今
年
度
で
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
事
業
の
検
証
と
継
続
を
要
望

す
る
。
①
費
用
対
効
果
及
び
課
題
、
②
今

後
の
「
街
灯
整
備
事
業
」
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の

方
針
を
伺
う
。

　高
齢
難
聴
者
や
聴
覚
障
が
い
者
へ
の

窓
口
支
援
に
つ
い
て

　
加
齢
や
高
齢
難
聴
者
、
聴
覚
障
が
い

者
の
方
々
は
、
市
役
所
な
ど
の
窓
口
対
応

で
会
話
が
ス
ム
ー
ズ
で
な
い
た
め
、
必
要

以
上
に
時
間
を
要
し
、
大
き
い
声
で
の
対

応
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
不
安
が
残

る
。
不
便
や
ス
ト
レ
ス
な
く
来
庁
で
き
、

障
が
い
者
の
方
々
へ
の
合
理
的
配
慮
と
も

な
る
窓
口
支
援
「
卓
上
型
磁
気
ル
ー
プ
シ

ス
テ
ム
」
の
窓
口
配
備
を
提
案
す
る
が
い

か
が
か
。

　

　
①
加
治
川
治
水
ダ
ム
観
光
放
流
に
よ

る
水
難
事
故
に
関
す
る
県
と
の
安
全
対
策

協
定
の
主
要
内
容
、
②
有
機
資
源
セ
ン

タ
ー
の
肥
料
取
締
法
違
反
問
題
の
原
因
と

再
発
防
止
策
、③
市
立
中
学
生
の
自
死
に
関

す
る「
い
じ
め
防
止
対
策
に
関
す
る
委
員

会
」
の
進
捗
状
況
と
答
申
の
予
定
に
つ
い

て
伺
う
。

　
①

イ
ク
ネ
ス
し
ば
た
、
中
央
図
書
館
に

つ
い
て

　
イ
ク
ネ
ス
が
開
館
し
て
１
年
が
経

過
、
今
後
の
図
書
館
の
方
向
性
と
し
て
課

題
解
決
型
図
書
館
に
な
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
が
、
職
員
体
制
の
拡
大
が
不
可
欠

で
は
な
い
か
。
非
正
規
職
員
が
多
い
が
司

書
資
格
を
持
つ
嘱
託
の
待
遇
上
の
配
慮
が

必
要
で
は
な
い
か
。
管
理
運
営
上
の
問
題

や
課
題
及
び
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

図書館の様子



一般質問
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新
発
田
市
の
「
危
機
管
理
」
体
制
に
つ
い
て

新
発
田
市
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　
危
機
管
理
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
情
勢

は
天
災
の
危
機
に
加
え
、
核
攻
撃
な
ど
、

マ
ル
チ
ハ
ザ
ー
ド
対
策
の
必
要
性
が
高
ま

り
、
諸
般
の
危
機
へ
の
総
合
的
な
安
全
体

制
の
構
築
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
当
市
で

も
危
機
発
生
時
に
は
円
滑
に
対
処
で
き
る

よ
う
、
危
機
管
理
能
力
を
高
め
る
た
め
の

教
育
、
訓
練
が
重
要
。
①
８
月
25
日
の
豪

雨
、
同
29
日
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
に

は
迅
速
に
対
応
で
き
た
か
。
②
８
月
25
日

の
豪
雨
災
害
の
復
旧
見
通
し
は
ど
う
か
。

③
災
害
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
確
立
さ
れ
て
い
る
か
。
④
平

常
時
に
お
け
る
危
機
管
理
意
識
は
市
民
や

職
員
に
十
分
周
知
さ
れ
て
い
る
か
。

　

　
市
は
、
高
齢
化
の
進
展
や
認
知
症
高

齢
者
の
増
加
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
中
で

「
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
」
が
切
れ
目
な
く
提
供
さ

れ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

「
認
知
症
高
齢
者
支
援
体
制
」
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　新
発
田
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施

策
に
つ
い
て

　
６
月
、
急
増
す
る
児
童
虐
待
へ
の
対

策
と
し
て
「
児
童
福
祉
法
」
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
第
一
条
に
「
児
童
は
、
適
正
な

養
育
を
受
け
、
健
や
か
な
成
長
・
発
達
や

自
立
等
を
保
障
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
」

と
児
童
の
権
利
が
明
記
さ
れ
た
。
当
市
の

児
童
虐
待
の
防
止
施
策
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。

　

新発田市地域防災計画
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新
発
田
市
の
有
害
鳥
獣
対
策
に
お
い

て
、
猿
害
被
害
や
カ
ラ
ス
等
有
害
駆
除
対

象
と
し
て
の
事
業
は
も
と
よ
り
、
現
在
の

大
問
題
と
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
や
熊
な
ど
の

出
没
が
増
加
し
て
い
る
。
①
イ
ノ
シ
シ
の

個
体
数
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。
②
熊
対

策
と
し
て
、
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
な
ど
緊

急
連
絡
体
制
や
、
猟
友
会
や
実
施
隊
に
指

導
力
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
が
い
か
が
か
。

　ふ
る
さ
と
し
ば
た
応
援
寄
附
金
の
使
い

道
と
返
礼
品
の
ア
イ
テ
ム
に
つ
い
て

　
ふ
る
さ
と
し
ば
た
応
援
寄
附
金
の
今

後
の
あ
り
方
、
返
礼
品
な
ど
に
つ
い
て
、

①
寄
附
金
の
使
い
道
は
ど
う
か
。
②
返
礼

品
の
ア
イ
テ
ム
な
ど
今
後
追
加
は
し
な
い

の
か
。
③
寄
附
金
の
使
い
道
の
拡
大
は
考

え
な
い
の
か
伺
う
。

　

特
別
な
事
情
に
よ
る
予
防
接
種
の
再
接
種
に
つ
い
て

新
発
田
市
の
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

　
白
血
病
や
小
児
が
ん
等
で
骨
髄
移
植

や
抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
る
と
、
こ
れ
ま

で
の
予
防
接
種
の
効
果
が
無
く
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
の
後
の
再
接
種
に
つ
い
て
は
任

意
接
種
の
扱
い
と
な
り
、
費
用
も
全
額
自

己
負
担
で
高
額
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
特

別
な
事
情
に
よ
る
再
接
種
へ
の
助
成
制
度

を
創
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　２
０
１
７
年
城
下
町
新
発
田
ま
つ
り

の
総
括
に
つ
い
て

　
今
年
の
城
下
町
新
発
田
ま
つ
り
の
帰

り
台
輪
で
は
一
斉
あ
お
り
の
際
、
例
年
に

無
い
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
台
輪
周

り
の
提
灯
等
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
修
理

に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、
文
化
財

保
護
の
観
点
か
ら
も
台
輪
運
行
に
必
要
な

調
度
品
の
修
理
費
助
成
を
求
め
る
が
い
か

が
か
。

　

返礼品のお酒



一般質問
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幾
多
の
ピ
ン
チ
を
持
ち
前
の
強
運
で

切
り
抜
け
て
き
た
市
長
で
あ
る
が
、
こ
こ

の
と
こ
ろ
重
大
な
事
件
事
故
が
相
次
い
で

い
る
。
８
月
25
日
の
事
故
は
、
地
域
住
民

か
ら
再
三
に
渡
る
指
摘
が
あ
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
も
原
因
の
一
端
で
あ
る
。
①
２
期

目
の
折
返
し
を
過
ぎ
て
「
慢
心
や
驕お

ご

り
」

は
無
か
っ
た
の
か
。
②
ま
た
、
老
朽
化
し

た
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
強
化
に
つ
い
て
伺

う
。　Ｕ

・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
推
進
と
効
果
的

な
雇
用
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　
市
は
人
口
の
社
会
減
に
一
定
の
歯
止

め
を
か
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
定
住

促
進
策
は
日
進
月
歩
で
進
化
し
、
地
域
間

競
争
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
転
入
者
へ

の
サ
ポ
ー
ト
強
化
に
加
え
、
新
施
策
の
構

築
、
高
度
な
教
育
を
受
け
た
人
材
の
受
け

皿
が
必
要
と
考
え
る
が
市
長
の
考
え
は
。

　

下
楠
川
の
道
路
陥
没
事
故
の
対
応
と
「
市
政
の
気

の
緩
み
」
に
つ
い
て

公
共
交
通
運
行
の
地
域
差
を
是
正
す
べ
き

　
国
の
交
通
政
策
基
本
法
に
よ
り
市
は

昨
年
度
「
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」

を
作
成
し
た
。
現
在
市
は
、
循
環
バ
ス
等

３
路
線
で
運
行
し
て
い
る
。
①
小
学
校
統

合
地
区
か
ら
順
次
運
行
す
る
と
し
た
が
、

東
小
学
校
区
は
運
行
で
き
な
い
と
聞
く
が

な
ぜ
か
。
②
平
成
30
年
度
途
中
か
ら
で
も

運
行
で
き
な
い
か
。
③
開
始
年
次
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

　

熊
の
多
出
没
が
懸
念
さ
れ
る
、
檻
を

設
置
し
て
は
ど
う
か

　
６
月
22
日
に
月
岡
温
泉
に
熊
が
出
没

し
た
。
今
年
は
山
中
の
エ
サ
不
足
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
が
、
①
温
泉
等
に
入
る
前
の

国
道
２
９
０
号
線
上
の
山
中
に
檻
を
設
置

す
べ
き
で
な
い
か
。
ま
た
、
緩
衝
帯
を
つ

く
る
べ
き
で
な
い
か
。
②
緊
急
出
動
態
勢

は
十
分
か
。
③
射
撃
練
習
に
補
助
で
き
な

い
か
伺
う
。

　



一般質問
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国
の
生
産
調
整
廃
止
に
つ
い
て

　
国
は
来
年
度
か
ら
米
の
生
産
目
標
数

量
の
配
分
を
止
め
、
10ａ
当
た
り
７
５
０
０

円
の
直
接
支
払
い
交
付
金
が
平
成
30
年
産

米
か
ら
廃
止
す
る
。
①
当
市
に
お
い
て
、

直
接
支
払
い
交
付
金
廃
止
に
よ
る
影
響
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

②
国
の
生
産
調
整
廃
止
後
の
農
業
振
興
の

あ
り
方
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

　

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
等
に
つ
い
て

　
限
り
あ
る
資
源
、
環
境
を
維
持
す
る

に
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
を

推
進
し
、
循
環
型
社
会
の
形
成
が
重
要
。

家
庭
ご
み
の
有
料
化
後
、
ご
み
の
総
排
出

量
は
減
少
傾
向
で
推
移
、
近
年
は
横
ば
い

傾
向
に
あ
る
。
①
な
ぜ
、
ご
み
の
減
量
化

が
進
ん
で
こ
な
か
っ
た
か
。
②
減
量
化
審

議
会
を
設
置
し
、
ご
み
の
減
量
・
ご
み
の

資
源
化
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
は
。

　

ホームページで議会日程等をお知らせしています。

　市議会のホームページでは、市議会のしくみや議員名簿、議会日程等を掲載
しています。
　本会議や常任委員会で議員の質問や市長等の答弁を記録した「会議録」を検
索閲覧することができます。スマートフォンやタブレット端末でも検索できま
す。他にも、｢市議会だより｣のバックナンバー（83号以降）を見ることができ
ますので、ぜひご覧ください。
　なお、このたびの９月定例会の
会議録は、12月上旬頃に掲載予定
です。
　また、これまでの会議録（冊子）
は、市立中央図書館（イクネスし
ばた内）に設置されています。

http://www.shibata‐shigikai.jp/
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本市議会
行政視察状況

（８～10月）

① 視 察 先
② 視察内容

☆総務常任委員会
　① 秋田県大潟村
　　 秋田県男鹿市
　② 農業者の収入増と若年人口増、
　　 ＩＪＵターンの施策
　　  弾道ミサイルを想定した住民避

難訓練の詳細、ショッピングセ
ンターにおける期日前投票につ
いて

☆経済建設常任委員会
　① 栃木県那須町
　　 栃木県那須塩原市
　② 農業の６次産業化の
　　 取り組みについて

☆新発田政友会・つなぐ会
　① ㈱阿蘇ファームランド（熊本県南阿蘇村）
　　 大分県竹田市
　　 黒川温泉観光旅館協同組合（熊本県南小国町）
　　 熊本県益城町
　② 食と農、レジャーを融合させたコンセプトの滞在型施設について
　　 「農村回帰宣言」と移住定住推進政策について
　　 温泉街復活のヒントについて
　　 熊本地震の被害とその後の復旧について
☆市民クラブ
　① 熊本県合志市
　　 長崎県島原市
　② 子育て支援政策について
　　 すこやか赤ちゃん支援事業について
☆民主クラブ・日本共産党
　① 北海道別海町
　　 北海道根室市
　　 北海道釧路市
　② 別海町農業・農村振興計画について
　　 北方領土対策事業について、若者の地元定着施策について
　　 釧路市手話言語条例の制定について、輝くまちづくり交付金について

　市議会ホームページでは、本会議のインター
ネット生中継を行っています。
　パソコンやスマートフォンなどで本会議の様子
が視聴できます。また、本会議終了後概ね１週間
後には、録画映像も配信しています。　
　なお、ご視聴の際は、市議会ホームページに掲
載の「ご利用案内」等をご確認ください。
　本会議の生中継は、本庁舎１階ロビーのモニ
ターでも行っています。
　ぜひご覧ください。

パソコン､スマホ､タブレット端末で
本会議を視聴できます！
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　平成28年度一般会計決算議案は、12人で構成する一般会計決算審査特別委員会を設置し、第３セクター
関係の参考人聴取を含め、４日間にわたり審査しました。
　特別委員会では、厳しい審査を経て、審査の最後に採決を行い、全会一致で認定すべきものと決しました。
　本会議最終日において、特別委員会委員長報告を受け、討論を行い認定しました。
（※以下は、審査状況の一部を紹介しています。）

平成28年度一般会計決算審査状況

前年度の予算執行状況を厳しくチェック

Ｑ 　
①
市
役
所
庁
舎
の
札
の
辻
広
場
な
ど
を

活
用
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
い
る
が
、
主

な
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
。
②
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

の
発
令
の
際
の
対
応
は
。

Ｑ 　
①
新
発
田
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い
て
。
農
産

物
の
販
路
拡
大
と
い
う
こ
と
で
台
湾
に
農

産
物
の
輸
出
を
し
て
い
る
目
的
に
つ
い

て
。
②
農
産
物
の
販
路
拡
大
に
お
い
て
台

湾
の
み
実
施
し
て
い
る
理
由
は
。

※ 

こ
の
他
に
、
紫
雲
寺
風
力
発
電（
株
）、（
株
）

紫
雲
寺
記
念
館
、（
公
財
）新
発
田
市
勤
労

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

も
、
参
考
人
の
出
席
を
要
請
し
質
疑
を
行

い
、
審
査
の
参
考
と
し
た
。

Ｑ 　
エ
フ
エ
ム
し
ば
た
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ

が
新
庁
舎
に
開
設
さ
れ
た
。
に
ぎ
わ
い
創
出

の
観
点
か
ら
そ
の
効
果
は
い
か
が
か
。

Ｑ 　
人
口
減
少
に
関
連
し
て
力
を
入
れ
た
取

組
、
そ
の
効
果
は
。

Ｑ　

定
住
化
促
進
事
業
の
定
着
の
見
通
し
は
。

Ｑ 　
弁
護
士
相
談
事
業
の
利
用
人
数
、
相
談
内

容
は
。

Ｑ 　
市
が
外
部
か
ら
サ
イ
バ
ー
攻
撃
な
ど
を
受

け
た
件
数
は
。
ま
た
そ
う
い
う
攻
撃
に
対
す

る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
。

Ｑ 　
自
転
車
の
い
た
ず
ら
を
防
ぐ
た
め
、
駅
の

自
転
車
置
き
場
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
で
き

な
い
か
。
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Ｑ 　
青
少
年
宿
泊
施
設
「
あ
か
た
に
の
家
」
の

利
用
者
数
や
内
訳
、
ま
た
地
域
と
の
か
か
わ

り
は
。

Ｑ 　
国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
支
援
事
業
と
東
京

六
大
学
野
球
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
実
施
の

効
果
に
つ
い
て
。

Ｑ 　
住
吉
小
学
校
、
御
免
町
小
学
校
の
増
築
工

事
が
完
了
し
た
が
、
人
口
が
ま
だ
ま
だ
増
加

し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。こ
れ
で
足
り
る
の
か
。

Ｑ 　
全
国
花
嫁
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
も
回
を
重
ね

20
団
体
が
参
加
し
て
い
る
。
今
後
も
形
を
変

え
な
が
ら
実
施
さ
れ
て
い
く
の
か
。

Ｑ 　
地
域
福
祉
基
金
を
活
用
し
て
行
っ
た
事
業
は
。

Ｑ　松くい虫対策について現状と今後の対策は。

Ｑ 　フィルムコミッション事業で新発田の魅力の発信、
経済効果の創出を図ったとのこと。その成果は。

Ｑ　しばたん観光バスの今後について。

Ｑ 　企業コンシェルジュモデル事業の実態調査の内容、
結果とコンシェルジュ事業の方向性は。

Ｑ　新エネルギー施策の受けとめ方について。

Ｑ 　健康農産物づくり事業に関する現在の状況と進捗状
況は。
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庁
舎
建
設
基
金
に
つ
い
て

Ｑ 　
庁
舎
の
建
設
を
計
画
的
に
進
め
る
た
め
、

26
年
前
か
ら
庁
舎
建
設
基
金
を
積
み
立
て
て

き
た
。
新
庁
舎
が
出
来
上
が
り
、
庁
舎
建
設

基
金
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
が
、
将
来
的
に

は
経
年
劣
化
へ
の
対
応
や
維
持
補
修
の
必
要

性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
豊

浦
庁
舎
、
加
治
川
庁
舎
も
市
庁
舎
と
し
て
あ

り
、
ま
た
、
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
と
い
う

案
件
も
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
も
庁
舎
建

設
基
金
は
残
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

上
中
山
地
域
の
豚
舎
悪
臭
防
止
対
策

に
つ
い
て

Ｑ 　
上
中
山
地
域
の
豚
舎
か
ら
悪
臭
が
発
生
し

て
か
ら
約
12
年
経
過
し
た
。
今
ま
で
地
元
の

方
が
市
長
と
話
し
合
い
、
悪
臭
対
策
を
強
く

要
望
す
る
書
面
も
出
さ
れ
て
き
た
。
市
が
悪

臭
防
止
法
に
基
づ
く
３
回
目
の
勧
告
を
発
し

た
の
が
３
年
前
だ
が
、
こ
の
勧
告
を
ナ
カ

シ
ョ
ク
が
真
摯
に
履
行
し
て
い
る
の
か
ど
う

か
。
勧
告
の
内
容
に
つ
い
て
完
全
に
実
行
し

て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
立

ち
入
り
検
査
に
つ
い
て
は
、
４
月
を
最
後
に

豚
舎
内
の
防
疫
を
理
由
に
拒
否
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
住
民
の
方
の
我
慢
の
限
度
は

と
っ
く
に
超
え
て
い
る
。
市
長
は
現
状
を
ど

う
考
え
る
の
か
。
今
後
の
対
策
は
ど
う
練
り

上
げ
て
い
く
の
か
。
ま
た
ど
れ
く
ら
い
を
め

ど
に
解
決
を
図
る
の
か
。

一般会計決算審査特別委員会

市長総括質疑の様子

市
長
へ
の
総
括
質
疑
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賛成

賛成

discussion

本会議での一般会計決算審査
特別委員会委員長報告

賛成

賛成

賛成

賛成
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　議案は分野ごとに所管する常任委員会に付託され審査されます。
　その審査の経緯と結果は、本会議で各常任委員会の委員長が報告し、質疑、討論を経て採決されます。
　（※以下は、審査状況の一部を紹介しています。）

常任委員会の審査状況

　９月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案が７件で、審査の結果、議案はすべて可
決・認定すべきものとしました。

■平成29年度一般会計補正予算について（当委員会所管分）  

■平成28年度新発田市コミュニティバス事業特別会計の決算の認定について  

■新発田市特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例制定について  

■市長等の給料の特例に関する条例の一部を改正する条例制定について  

委員長　小柳　　肇総 務 常 任 委 員 会

本会議における総務常任委員会の委員長報告 経済建設常任委員会の付託議案採決の様子
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委員長　石山　洋子社会文教常任委員会
　９月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案が７件で、審査の結果、議案はすべて
可決・認定すべきものとしました。

■平成29年度一般会計補正予算について（当委員会所管分）  

■平成29年度一般会計補正予算について（当委員会所管分）  

■財産の取得について（紫雲の郷源泉ポンプ予備機）  

■平成28年度新発田市食品工業団地造成事業特別会計の決算の認定について  

■平成28年度新発田市介護保険事業特別会計の決算の認定について  

■平成28年度新発田市国民健康保険事業特別会計の決算の認定について  

　９月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案が12件、請願が１件で、審査の結果、
請願は採択すべきものとし、議案はすべて可決・認定すべきものとしました。

委員長　今田　修栄経済建設常任委員会
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　新しい議場で初めての体験　
　議会だよりで見ておりますが、議員さんの顔が傍聴席の下で見えないのが、少し残念

でした。

　人それぞれの立場で生活しているだけに、議員さんの立場で、市内のすみずみまで行

き届かないとは思いますが、今後もよろしくお願い致します。

Citizen voiceeCitttttttiiiiiiizzzzeeeennnnnnn vvvvvvvoice
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変更等の場合は、ホームページ・エフエムしばた等でお知らせします。

12月定例会日程予定
日 月 火 水 木 金 土
11/19 20 21 22 23 24 25

告示日

議会運営
委員会

26 27 28 29 30 12/1 2

請願・陳情
提出期限

議会運営
委員会

本会議
初日･提案
理由説明・
委員会付託

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
本会議
一般質問
１日目

意見書提出期限

本会議
一般質問
２日目

本会議
一般質問
３日目

議会運営委員会

総務
常任委員会

17 18 19 20 21 22 23
社会文教
常任委員会

経済建設
常任委員会

議会運営
委員会

24 25 26 27 28 29 30
本会議
（最終日）

※一般質問２日目及び３日目は、一般質問の通告議員が多い場合に行います。

本会議をエフエム
しばた（76.9MHz）で
生中継します！

　本会議（定例会のみ）の様子を、エフ
エムしばたで生放送します。
　生放送は本会議開始（午前10時）から
終了まで全て放送します。インターネッ
トサイマルラジオでも聴くことができま
す。
　緊急情報や休憩などにより中断するこ
とがあります。
　また、一般（代表）質問が行われる本
会議の録音放送も行います。本会議開催
日以降の午後７時から２時間程度、数日
に分けて放送します。放送日時は市議会
ホームページやエフエムしばたでお知ら
せします。
　ぜひお聴きください。

┉┉┉　傍聴してみませんか　┉┉┉

・「本会議」「各委員会」が傍聴できます。
・ 「本会議」「各委員会」は、午前10時から始まります。
・ 「本会議」「各委員会」は、市役所本庁舎４階の議場
または委員会室で行います。
・ 傍聴希望の方は、当日、本庁舎４階議会事務局までお
越しください。
・ 団体等で大勢の場合は、事前に議会事務局までご連絡
ください。
・ 音声受信機を貸し出しています。会議当日に議会事務
局にお申し出ください。

【 ９月定例会では
延べ１２８人の
方が傍聴に来て
いただきました】

議場の利用状況

　新庁舎「ヨリネスしばた」が開庁して
10か月が経過しました。
　これまでにヨリネスしばたの４階にあ
る議場で開催された行事等の主なものを
お知らせします。

・しばフェス2017春
　映画「ミス・ムーンライト」上映会
・新発田青年会議所例会
・新発田市自治会連合会市政懇談会
・日韓親善スポーツ交流大会歓送式
・しばた平和のつどい
・ 「八寸おりおり」パネルディスカッ
ション
・エフエムしばた開局20周年記念式典
・新発田ライオンズクラブ定例会

（ 　  ）

（ 　  ） （ 　  ） （ 　  ）
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編　集　委　員 編集後記

議会報告会を開催します
開かれた議会を目指して

皆さまの声をお聞かせください!!

開催日 時間 会場 説明議員

11月18日（土）

午前10時～

市役所本庁舎４階 川﨑孝一、若月　学、佐藤武男、稲垣富士雄、
入倉直作、加藤和雄、中野廣衛

佐々木コミュニティ
センター

比企広正、宮崎光夫、中村　功、小坂博司、
宮村幸男、阿部　聡、渡邊喜夫

加治川地区公民館 湯浅佐太郎、今田修栄、佐久間敏夫、小川　徹、
小林　誠、石山洋子

午後1時30分～

紫雲寺地区公民館 川﨑孝一、若月　学、佐藤武男、稲垣富士雄、
入倉直作、加藤和雄、中野廣衛

豊浦地区公民館 比企広正、宮崎光夫、中村　功、小坂博司、
宮村幸男、阿部　聡、渡邊喜夫

菅谷コミュニティ
センター

湯浅佐太郎、今田修栄、佐久間敏夫、小川　徹、
小林　誠、石山洋子

11月25日（土）
午前10時～ 川東コミュニティ

センター 小柳　肇、水野善栄、宮島信人、井畑隆二、
渡部良一、佐藤真澄、板垣　功

午後1時30分～ 五十公野コミュニティ
センター


